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Abstract
  "The Nine Chapters on the Mathematical Art" was the oldest book of mathematics in China 
before the unearthing of "Suan-shu shu." The aim of our research is to provide a complete 
translation and annotation of it including annotations of Liu Hui（劉徽） and Li Chunfeng（李
淳風） from the viewpoint of our previous work on "Suan-shu shu." 
  This is the ninth article based on our research and results, in which we studied problems 1 
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少廣[2]術曰、 置全步及分母子、 以最下分母徧乘諸分子及全步[3]、 各以其母除其子、
置之於左。 命通分者、 又以分母徧乘諸分子及已通者、 皆通而同之、 幷之爲法[4]。






























ここでは後文の［三］を例にとる。［三］では、240÷（1+ 1―2 + 1―3 + 1―4 ）を計算する
のに、（1+ 1―2 + 1―3 + 1―4 ）×12＝12+6+4+3＝25を法として、 240×12―25 ＝2880―25 ＝115 5―25
＝115 1―5  のように行っている。ここで除数中の各項は「全、子、母」のように並べ
たが、｢全｣の横に｢子、母｣を上下に並べた可能性もある。以下術文に沿って計算を
追う。
　　　①「置全步及分母子」     全 子 母
　　　全（整数）歩、分子、分母を横に並べ、各項（分数） 1
　　　を縦に配列する。      1  2
         1  3
         1  4
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　　　②「以最下分母徧乘諸分子及全步」   全 子 母
　　　最下の分母（4）を全ての全（整数）歩と分子に  4
　　　かける        4  2
         4  3
         4  4
　　　③「各以其母除其子、置之於左」    全 子 母
　　　各分数（それぞれ横に並んだ行）ごとに母で  4
　　　子を除し、商を左の全（整数）歩に加える。  2   2
        1  1  3
        1   4
　　　④「命通分者、又以分母徧乘諸分子及已通者」  全 子 母
　　　まだ分数が残っていて通分を必要とする場合  12
　　　には、再び最下の分母（3）を全ての分子と  6   
　　　已に通分した全（整数）歩にかける。   3  3  3
        3   
　　　⑤前と同様に、各分数ごとに母で子を除し、  全 子 母
　　　商を全（整数）歩に加える。    12
　　　        6   
　　　        4   3
        3   
　　　⑥「皆通而同之、幷之爲法」    全 子 母
　　　通分が終わって全（整数）歩だけになったら、  12
　　　それを併せたもの（12+6+4+3=25）を法と  6   
　　　する       4   








　　　 この例で、「通」ずるために倍した分母は最下の 4 とその次の 3 であり、「半」の分
母 2 は初めに 4 倍したときに約されている。これを最上位の分母（2）から通じた場





















訳：臣淳風等謹みて按じますに、一畝の田は、広が 1 歩で、長さは 240 歩である。今、そ
の縦を少し切り取って、それでその広を益そうとする。したがって「少広」というので
ある。













































[一] 今有田廣一步半、 求田一畝。 問從幾何。 荅曰、 一百六十步。
　　術曰、 下有半。 是二分之一。 以一爲二、 半爲一、幷之得三、 爲法。 置田二百四十















　　（1 4）ここでの計算は、（1+ 1―2 ）×2＝2+1＝3を法として、 240×2―3 ＝480―3 ＝160のように
行っている。
訳：今、広が 1 歩半の田があって、求める田の面積は 1 畝である。問う、縦はどれほどか。
答えにいう、160 歩である。
　　 　術にいう、（広の数を並べた）最下に半がある。半とは 2 分の 1 のことである。１
を以て 2 と為し、半を以て 1 と為し、これらを併せて 3 を得て、それを法とする。田
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の面積240平方歩を置いて、これもまた 1 を以て 2 と為す、この面積に 2 を掛けて実
とする。実を法で割れば縦の歩数が得られる。
[二] 今有田廣一步半、 三分步之一、 求田一畝。 問從幾何。 荅曰、 一百三十步
一十一分步之一十。
　　術曰、 下有三分。 以一爲六、 半爲三、 三分之一爲二、 幷之得一十一、 以爲法。










訳：今、広が 1 歩半と 1―3 歩の田があって、求める田の面積は 1 畝である。問う、縦はど
れほどか。答えにいう、13010―11歩である。
　　 　術にいう、（広の数を並べた）最下に 3 分の 1 があるので、 1 を以て 6 と為し、半
を 3 と為し、1―3 を 2 と為し、これらを併せて11を得て、それを法とする。田の面積




　　術曰、 下有四分。 以一爲一十二、 半爲六、 三分之一爲四、 四分之一爲三、 幷之










注：（1 6）『算数書』では、ここでの答は115 5―25であって、 5 で約分されていない。
　　（1 7）ここでの計算については、前述の注（8）を参照のこと。
訳：今、広が 1 歩半と 1―3 歩と
1―4 歩の田があって、求める田の面積は 1 畝である。問う、
縦はどれほどか。答えにいう、115 1―5 歩である。
　　 　術にいう、（広の数を並べた）最下に 4 分の 1 があるので、 1 を以て12と為し、半
を 6 と為し、 1―3 を 4 と為し、


















訳：今、広が 1 歩半と 1―3 歩と
1―4 歩と






















注：（1 9）『算数書』では、ここでの答は97141―147であって、 3 で約分されていない。
　　（2 0）ここでの「全歩積分」は、分母の最小公倍数の60では無い。一方、『算数書』で
は60を用いていた。少広術に忠実に計算すれば、以下のように60となるはずである。










全 子 母 全 子 母 全 子 母 全 子 母
1 6 6 30
1 2 6 2 3 15
1 3 6 3 2 10
1 4 6 4 1 1 2 5 5 2
1 5 6 5 1 1 5 5 5 5
1 6 6 6 1 5
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　　　 したがって、｢全歩積分｣は 6 × 5 × 2 ＝60で、法は
　　　（1+ 1―2 + 1―3 + 1―4 + 1―5 + 1―6 ）×60＝60+30+20+15+12+10＝147となるべきであった。





訳：今、広が 1 歩半と 1―3 歩と
1―4 歩と
1―5 歩と
1―6 歩の田があって、求める田の面積は 1 畝で
ある。問う、縦はどれほどか。答えにいう、9747―49歩である。




































注：（22）『算数書』では、ここでの答は92 612―1089であって、 9 で約分されていない。
　　（2 3）ここでの計算は、


















































面積は 1 畝である。問う、縦はどれほどか。答えにいう、88 232―761歩である。









































る田の面積は 1 畝である。問う、縦はどれほどか。答えにいう、84 5964―7129歩である。


























































































































































全 子 母 全 子 母 全 子 母 全 子 母
1 12 12 132
1 2 12 2 6 66
1 3 12 3 4 44
1 4 12 4 3 33
1 5 12 5 2 2 5 22 22 5
1 6 12 6 2 22
1 7 12 7 1 5 7 11 55 7
1 8 12 8 1 1 2 11 11 2
1 9 12 9 1 1 3 11 11 3
1 10 12 10 1 1 5 11 11 5
1 11 12 11 1 1 11 11 11 11






























全 子 母 全 子 母 全 子 母 全 子 母
1 7 7 42
1 2 7 2 3 1 2 18 6 2
1 3 7 3 2 1 3 12 6 3
1 4 7 4 1 3 4 6 18 4
1 5 7 5 1 2 5 6 12 5
1 6 7 6 1 1 6 6 6 6









全 子 母 全 子 母 全 子 母 全 子 母
42 210 210 840
21 105 105 420
14 70 70 280
10 2 4 50 10 4 52 2 4 208 8 4
8 2 5 40 10 5 42 168
7 35 35 140













　　 　術にいう、（広の数を並べた）最下に12分の 1 があるので、 1 を以て83160と為し、
























































　　　　　 「下有四分」では倍数は12であった。「下有五分」では新たに 5 が分母に現れるが、
この 5 では12を割りきれない。そこで12× 5＝60を与える。さらに「下有六分」










広 積分 法 縦 積分 法 縦
1+ 1―2 2 3 160 2 3 160
1+ 1―2 +
1―3 6 11 130




1―4 12 25 115
5―25 12 25 115
1―5
1+ 1―2 +…+
1―5 60 137 105
15―137 60 137 105
15―137
1+ 1―2 +…+
1―6 60 147 97
141―147 120 294 97
47―49
1+ 1―2 +…+
1―7 420 1089 92

















13）清水達雄『九章算術』 1 〜15（「数学セミナー」1975年 2 月号〜1976年 4 月号）
14） 張家山漢簡『算数書』研究会編『漢簡『算数書』―中国最古の数学書―』（朋友書店、
2006年10月）
15） Shen, Kang-Shen, Crossley, John N., Lun, Anthony W. C.『The Nine Chapters on the 
Mathematical Art : Companion and Commentary』（Oxford Univ. Press, 1999）
16） 大川俊隆『九章算術』訳注稿（1）大阪産業大学論集　人文・社会科学編 2 号（2008年 2 月）
17） 大川俊隆『九章算術』訳注稿（2）大阪産業大学論集　人文・社会科学編 3 号（2008年 6 月）
18） Chemla, Karine; Guo, Shuchun『Les neuf chapîtres, Le classique mathématique de la 
Chine ancienne et ses commentaires』（Dunod, 2004）
『算数書』 『九章算術』
広 積分 法 縦 積分 法 縦
1+ 1―2 +…+
1―8 840 2283 88
696―2283 840 2283 88
232―761
1+ 1―2 +…+
1―9 2520 7129 84
5964―7129 2520 7129 84
5964―7129
1+ 1―2 +…+
1―10 2520 7381 81
xxxx―7381 2520 7381 81
6939―7381
1+ 1―2 +…+
1―11 27720 83711 79
39631―83711
1+ 1―2 +…+




19） 大川俊隆『九章算術』訳注稿（3）大阪産業大学論集　人文・社会科学編 4 号（2008年10月）
20） 大川俊隆『九章算術』訳注稿（4）大阪産業大学論集　人文・社会科学編 5 号（2009年 2 月）
21） 馬場理惠子『九章算術』訳注稿（5）大阪産業大学論集　人文・社会科学編 6 号（2009
年 6 月）









学論集　人文・社会科学編 9 号（2010年 6 月）
28） 郭書春『九章算術訳注』（2009年12月、上海古籍出版社）
